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１．対象鳥獣の種類、被害防止計画の期間及び対象地域 
対 象 鳥 獣 【大型動物】 

 
【中型動物】 
【鳥  類】 

 
 

ツキノワグマ、ニホンジカ、イノシシ、ニホンカモシ

カ(以下「カモシカ」という。) 

タヌキ、キツネ、アナグマ、ハクビシン、テン 

スズメ、ムクドリ、ハシブトガラス・ハシボソガラス

(以下「カラス類」という。)、トビ、ドバト、キジバ

ト、カワウ 

計 画 期 間 令和３年度 ～ 令和５年度 

対 象 地 域 秋 田 市 

 
２．鳥獣による農林水産業等に係る被害の防止に関する基本的な方針 
（１）被害の現状（令和２年度） 

鳥獣の種類 

被 害 の 現 状 

品 目 
被 害 数 値 

被害面積 被害金額 

ツキノワグマ 
水稲、果樹(リンゴ、桃、

スモモなど)、養蜂、クリ、

畜産飼料 
０．４４ｈa ２，１９５千円 

イ ノ シ シ 耕作地、畦畔の掘り起こし － － 

カ ラ ス 類 果樹、野菜類 － － 

タ ヌ キ 果樹、野菜類 － － 

ア ナ グ マ 果樹、野菜類 － － 

ハ ク ビ シ ン 果樹(梨、リンゴ、桃) － ３５千円 

※鳥類および中型動物により食害を受けた家庭菜園作物等の被害数値は不明 
※イノシシによる耕作地、畦畔等の掘り起こしの被害数値は不明 

 
（２）被害の傾向 
【ツキノワグマ】 

近年の農作物等の被害については、養蜂(５～７月)、桃(７～８月)、りんご(８

～１２月)、クリ(１０～１１月)など、市内の農家から食害等の報告を受けている。

また、畜産等の被害については、河辺地区で営農している豚舎において、８月から

１１月にかけてクマによる畜産飼料の食い荒らしや施設の被害が発生している。な

お、本市ではクマによる家畜の食害報告は受けていない。 

クマによる人身被害は、旧秋田市と河辺町、雄和町が合併した平成１７年１月 

１１日から令和３年度末までの約１６年間で２１件発生している。そのうち、秋田

市鳥獣被害対策実施隊を設置した平成３０年度以降の４年間では、６件(市街地 

１件、里山４件、奥山１件)の人身被害が発生している。 
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【クマによる人身被害】 
 発生年月日 地区 ゾーン 場所 被害発生状況 

１ 平成３０年 ６月１３日 河辺 里山 河辺和田字式田地内 竹やぶ前で降車の直後 

２ 令和 元年１０月３１日 秋田 市街地 添川字地ノ内地内 帰宅直後の自宅敷地内 

３ 令和 ２年１１月 １日 河辺 奥山 河辺岩見地内 キノコ採り後の山中 

４ 令和 ３年 ７月２１日 河辺 里山 河辺岩見字小平岱地内 山菜採り後の林道 

５ 令和 ３年１０月 ３日 秋田 里山 仁別字堂ノ下地内 河川敷沿いで栗拾い中 

６ 令和 ３年１１月 ９日 河辺 里山 河辺岩見字東地内 集落内の市道を散歩中 

 
クマの目撃や出没については、人の居住地近くまで行動範囲を広げていることか

ら、中心市街地を除いた全域で確認されており、その多くは、車両等で公道を走行

中にクマを目撃した市民からの通報である。しかし、その一方では「クマを目撃し

ても近所の方々にクマ出没の注意喚起をするだけで特に通報することはない」、

「いつものことだから通報するのも面倒くさい」、「警察に根掘り葉掘り聞かれる

のは嫌だ」などの理由により通報しない市民もいる。このことから、実際のクマの

出没件数は集計値よりも多いと推測する。 
今後も農作物被害のほか、車両等との接触事故や人身事故の発生が懸念される。 

 
 
【ニホンジカ】 

これまで、目立った農林業被害や人身への被害報告は受けていない。 
ニホンジカの出没は、カモシカの誤認もあるが、上新城白山地区で多く確認され

ている。このほか、狩猟による捕獲や車両との接触事故による手負いの個体を駆除

するなどの事例があり、その個体数は徐々に増加し生息範囲も拡大しているものと

推測する。 
秋田県によると、県内全ての市町村で生息が確認されており、県北部の能代山本

地域、仙北地域、北秋田地域の順に多くの目撃や出没の情報が寄せられている。平

野部の多い秋田管内は、ニホンジカの生息しやすい地域であり、特に注意が必要で
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あるとの見解が示されている。 
このことから、今後も個体数増加に伴った農林業被害や車両等との接触事故の発

生が懸念される。 

年 　度 地 　区 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

秋 　田 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1

河 　辺 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1

雄 　和 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 2

秋 　田 0 0 2 2 0 0 0 0 0 0 0 0 4

河 　辺 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 2

雄 　和 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計 0 0 2 2 1 0 1 0 0 0 0 0 6

秋 　田 0 1 2 1 1 1 0 0 0 0 0 0 6

河 　辺 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 2

雄 　和 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 2

計 0 1 2 2 1 2 1 0 0 0 0 1 10

H３１
（R１）

R２

Ｒ３

（件 ）　【 出 没 情 報 】

 
 
【イノシシ】 

これまで、目立った農作物被害や人身への被害報告は受けていない。しかし、耕

作地や農道などの掘り起こし被害が発生しており、出没した痕跡の多い地域(金足

黒川、上新城白山、太平八田および中関、河辺三内および岩見)を結んだ山裾周辺

の田畑などを行き来している状況である。 
秋田県第二種特定鳥獣管理計画(第１次イノシシ)によると、県内では、特に宮城

県、山形県と隣接する県南部の由利、雄勝地域で多くの目撃や出没の情報が寄せら

れ、平成３０年度以降で目撃頭数が急増している。それに伴い、捕獲数も増加傾向

にあることから、その地域に定着、繁殖した個体が徐々に生息域を拡大していく可

能性が非常に高いとの見解が示されている。 
現在、有害および狩猟による捕獲のほか、車両との接触事故により個体が死亡し

ている事象が発生していることから、今後、個体数増加による農作物被害や人身へ

の被害、車両等との接触事故の発生が懸念される。 

年　度 地　区 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

秋　田 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 1 0 3

河　辺 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

雄　和 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 1 0 3

秋　田 0 0 2 1 1 0 1 0 0 0 1 0 6

河　辺 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1

雄　和 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計 0 0 2 1 1 0 1 0 0 1 1 0 7

秋　田 2 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 1 6

河　辺 0 0 0 1 0 1 0 1 0 0 0 0 3

雄　和 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計 2 1 0 1 0 1 1 2 0 0 0 1 9

R２

Ｒ３

H３１
（R１）

【出 没 情 報 】 （件）　

 
 
【カモシカ】 
 市内随所で目撃されているが、目立った農作物被害や人身被害の報告は受けてい

ない。農作物被害が発生しなかったことは、県教育庁文化財保護室所管の防護網・
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忌避剤設置等被害防除対策事業を活用した農作物被害防止対策（営農者等に対する

畑地への侵入防護網の支給や忌避剤、忌臭袋の交付)などが効果的であったと推測

する。しかし、市街地でも出没があることから、人身への被害や車両等接触事故の

発生が懸念される。 
 次に、有害鳥獣駆除捕獲対策事業によるカモシカの錯誤捕獲は、これまで発生し

ていない。万が一、錯誤捕獲をした場合は、市有林などに放獣することとしている。

しかし、近年、他県において放獣しようとしたカモシカの角に刺されて死亡する人

身事故が発生しているため、放獣作業は２人以上で行うことや関係機関との連絡、

放獣体制の整備について検討する必要がある。 
 
【タヌキ】 
 郊外での被害が大半であり、糞尿や農作物の食い荒らしなどの加害により、駆除

の相談が寄せられている。近年、市街地でも家屋の天井裏や空き家、朽ちた小屋な

どに棲み着き、家庭菜園作物等の食い荒らしにより、駆除の相談を受けている。夜

行性で、夜間にゴミ捨て場などをうろつく習性もあることから、農作物被害のほか

車両等との接触事故の発生が懸念される。 
 
【アナグマ】 

県の在来種であるアナグマは、土中に巣穴を掘って集団で棲み着き、その周辺の

農作物の食い荒らしや地面の掘り起こしなどの加害により、駆除の相談が寄せられ

ている。近年、郊外に加え河川敷周辺の市街地でも多くの目撃や地面の掘り起こし

などの被害が発生している。 
 
【ハクビシン】 
 市内で一番多く捕獲、駆除した中型動物(外来種)である。被害の多くは、家屋の

床下や天井裏での騒音や糞尿の被害、果樹(梨やリンゴ、家庭菜園作物)などの食い

荒らしであり、駆除の相談が多く寄せられている。 
 
【カラス類】 

郊外では、農作物の食害のほか弱った牛や子牛などの家畜に対する突き傷害や食

害(直接被害)が発生している。このほか、航空機の安全運行に支障を来すことがあ

るため、有害鳥獣捕獲の申請に基づいた許可をしている。 
市街地では、ヒナ鳥が巣立つ６月上旬から７月中旬ころにかけて警戒心が強まっ

た親鳥からの威嚇や攻撃が発生し、また、通年、大群からなる鳴き声による騒音や

フンによる汚損が発生し、苦情や相談が寄せられている。 
 
【ムクドリ】 

郊外では、航空機の安全運行に支障を来すことがあるため、有害鳥獣捕獲の申請

に基づいた許可をしている。 
市街地では、７月から９月ころにかけて、大群からなる鳴き声による騒音やフン

による汚損の相談が寄せられている。 
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【カワウ】 
 秋田県第二種特定鳥獣管理計画(第１次カワウ)によると、カワウの生息域拡大と

個体数の増加に伴い、養殖場等の魚類が採餌される内水面漁業被害が発生してい

る。ねぐら等から採食地までの行動範囲が広いため、定着個体や繁殖期における個

体数が増加している雄物川水系の臨海大橋および刈和野橋のコロニーを拠点とし

た有用魚種の食害が相当数あるものとの見解が示されている。 
 岩見川および仙北西部漁業協同組合などへの聴き取りでは、稚魚を放流する時期

に雄物川の支流や岩見川、新城川で目撃があり、このほか、臨海大橋に近い八橋地

域の草生津川でも目撃されている。 
 

 
（３）被害の軽減目標 

鳥獣による農作物等の被害の軽減目標は、現状値に対して概ね１割とする。その

他の計画対象鳥獣については現状維持(被害なし)とする。 

指 標 現状値(令和２年度) 目標値(令和５年度) 

ツキノワグマ 
被害金額 

被害面積 

２，１９５千円 

 ０．４４ｈa 

被害金額 

被害面積 

１，９７６千円 

０．４０ｈa 

ハ ク ビ シ ン 
被害金額 

被害面積 

３５千円 

    － 

被害金額 

被害面積 

３２千円 

 － 

 
（４）従来講じてきた被害防止対策 
 従来講じてきた被害防止対策 課題 
捕 獲 等

に 関 す

る取組 
 
 

【共通】 
〇市内８地区ある猟友会の会員であり、秋

田市鳥獣被害対策実施隊として活動する

ことを承諾した者を任命し、次の事象に

該当する対象(有害)鳥獣の捕獲、駆除等

を実施している。 
ア 被害防止計画に基づく被害防止施策の

実施に従事 
イ 市長の指示を受け、農林水産業等に係

る被害と原因となっている鳥獣の捕獲等

で住民の生命、身体又は財産に係る被害

を防止するため緊急に行う必要があるも

のに従事 
 
 
 
【ツキノワグマ】 
〇過去の目撃や出没、捕獲等の情報を基に

猟友会と相談のうえ、箱わなを設置し捕

【共通】 
〇秋田市鳥獣被害対策実施

隊員の確保 
〇平日に勤務している若手

隊員の出動できる環境整

備 
〇山間部の耕作放棄地の増

大や下刈りなどの不足に

よる森林等緩衝帯の荒廃 
〇収穫されない放置果樹や

管理されていない廃棄農

作物の撤去 
〇隊員確保のための狩猟免

許取得者に対する補助制

度の整備 
 
【ツキノワグマ】 
〇クマ捕獲用箱わな台数の

不足 
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獲体制の強化に努めている。 
〇ツキノワグマ市街地等出没対応マニュア

ルを整備し、関係機関と連携した体制の

強化に努めている。 
〇目撃情報があった場合は、警察や秋田市

教育委員会等へ情報を提供し、情報の共

有に努めている。 
〇ホームページやチラシ等により、目撃情

報の提供や注意喚起、対策などの広報、

啓発活動を実施している。 
〇関係機関と連携し、クマが市街地等に出

没したことを想定した訓練(机上・実地)

を実施している。 

〇ＳＮＳ等を活用し、夜間、休祝日におけ

る職員間の情報共有と体制の強化に努め

ている。 
〇令和２年７月から秋田県自然保護課内に

開設したツキノワグマ被害対策支援セン

ターを積極的に活用し、クマに関する助

言を仰ぎ、対策を講じている。 
〇わな免許取得費用の一部を助成し、わな

猟狩猟者の確保に努めている。 

〇クマ捕獲用箱わなの整備により、捕獲体

制の強化を図っている。 

 ・製作箱わな保有台数(令和４年度現在) 

Ｎ＝１６台（踏み板可動式） 

〇農家が電気柵を設置し、クマによる農作

物等の被害防止に努めている。 
 
【ニホンジカ・イノシシ】 
〇過去の目撃や出没等の情報を基に、猟友

会と相談のうえ、市保有の箱わなを設置

し、捕獲体制の強化に努めている。 
〇くくりわなの設置を認めていないことに

より、クマやカモシカの錯誤捕獲の防止

に努めている。 
〇上部に開口部のあるシカ・イノシシ兼用

の捕獲用箱わなを使用することにより、

ツキノワグマの錯誤捕獲の防止に努めて

いる。 
〇わな免許取得費用の一部を助成し、わな

猟狩猟者の確保に努めている。 

〇クマが市街地に出没した

際の関係機関(県・市・警

察等)による現地での情

報共有や連携 
〇農家が管理する電気柵の

適切な設置および維持管

理 
○鳥獣感知式自動撮影カメ 

 ラの未整備 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【ニホンジカ・イノシシ】 
〇出没増加に伴う農作物被

害および耕作地の掘り起

こし被害の増加 
〇箱わなおよびくくりわな

による捕獲技術やノウハ

ウに乏しい 
〇シカ・イノシシの捕獲を

強化するための捕獲報奨

金制度が未整備 
〇シカ・イノシシ用箱わな

台数の確保 
○鳥獣感知式自動撮影カメ 
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〇シカ・イノシシ兼用の捕獲用箱わなを整

備し、捕獲体制の強化を図っている。 

・箱わな保有台数(令和４年度現在) 

 Ｎ＝４台(センサー感知式) 

〇県の事業を活用した鳥獣感知式自動撮影

カメラによる鳥獣出没状況の把握に努め

ている。(令和４年度から運用) 

 
【中型動物】 
〇放任果樹などの誘引物の除去や放置され

たごみを撤去するよう注意喚起し、農作

物被害や家屋被害の防止に努めている。 
〇被害に遭われた方からの申し出により、

猟友会と連携して市保有の箱わなを使用

して捕獲体制の強化に努めている。 
〇錯誤捕獲を防ぐため、複数の鳥獣捕獲許

可を申請し、適切な捕獲に努めている。 
〇わな免許取得費用の一部を助成し、わな

猟狩猟者の確保に努めている。 
〇わな設置後の管理、餌やりは被害者(申請

者)にお願いしているため、捕獲に向けた

助言を行っている。 
〇中型動物捕獲用箱わなの整備により、捕

獲体制の強化を図っている。 
 ・箱わな保有台数(令和４年度現在) 

  Ｎ＝２２台 

(大型３台・中型１６台・小型３台) 

 
【鳥類】 
〇農作物や畜産への被害防止および航空機

の安全運行を目的とした捕獲、駆除を許

可している。 
○カラスの巣を撤去しておくことや帽子、

傘などで頭を守るなど、カラス類の親鳥

から攻撃されないための対策や手法を助

言している。 
○家庭ゴミや廃棄作物の適切な処分をする

など、カラスが群がらない対策を助言し

ている。 
〇カワウの目撃情報を収集している。 
 

 ラの未整備 
 
 
 
 
 
 
 
【中型動物】 
〇空き家の増加や放置され

たゴミへの誘引に伴う市

街地への生息域拡大 
〇果樹や家庭菜園作物など

の食害 
〇中型動物捕獲用箱わなの

老朽化や破損に伴う台数

の不足 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【鳥類】 
〇市街地において、カラス

類のヒナが巣立つ６月か

ら７月頃にかけて発生す

る人への危害 
〇市街地において、大群か

らなるムクドリの鳴き声

による騒音やフンなどに

よる生活環境被害 
〇カワウによる内水面漁業

被害の発生 
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防 護 柵

の 設 置

等 に 関

す る 取

組 

【侵入防止柵の設置】 
〇山間部や人里で営農している果樹、畜産

等の農家が、農作物等の被害防止や鳥イ

ンフルエンザや豚熱などの感染症対策

のため、県補助の活用もしくは自費によ

り電気柵や侵入防止柵、侵入防止ネット

を設置しクマ等の鳥獣を追い払いして

いる。 
 
【防護網の支給、忌避剤の交付】 
〇捕獲対象外のカモシカによる食害等の

被害防止のため、畑地等への侵入防止用

ネットの設置や、忌避剤等による被害防

止対策を継続して実施している。 

【侵入防止柵の設置】 
〇電気柵の適切な設置や

維持管理がされていな

いことによる農作物等

の被害 
〇電気柵設置周辺の草刈

が徹底されていないこ

とで漏電が生じたこと

による鳥獣の侵入 
 

生 息 環

境 管 理

そ の 他

の取組 

【緩衝帯等の整備】 
〇クマによる人への被害を防止するため、

秋田県水と緑の森づくり税事業関係補

助金(豊かな里山林整備事業の緩衝帯等

整備事業)を活用して下刈り、やぶ払い

などの緩衝帯等整備を実施している。 
 

【緩衝帯等の整備】 
〇地域の高齢化に伴う森

林の下刈り、やぶ払いな

どの手入れ行う担い手

不足 
〇行政依存による地元住

民の意識の希薄化 
 
（５）今後の取組方針 
 対象鳥獣による農業被害を軽減するほか、住民の生命、身体または財産に係る被

害が生じ、または生じるおそれがある場合、次のことについて取り組む。 
 
〇対象鳥獣の捕獲 

第１３次秋田県鳥獣保護管理事業計画と秋田県第二種特定鳥獣管理計画(第５

次ツキノワグマ、第２次ニホンジカ、第２次イノシシ)との整合を図りながら、銃

器および箱わなによる共同捕獲を実施する。なお、ニホンジカとイノシシの捕獲

については、くくりわなも加えた共同捕獲を実施する。 
アナグマやタヌキなどの中型動物については、引き続き、農作物や家屋などに

被害を受けた者もしくは被害を防止することを目的とした者からの申し出によ

り、有害鳥獣捕獲許可を取得してから箱わなを貸し出すものとし、加害個体や繁

殖可能個体を中心に捕獲を実施する。なお、箱わなを有している者へは、捕獲許

可を取得するだけとして、市所有の箱わなの貸し出しは行わないものとする。 
カラス類などの鳥類については、引き続き、農作物や家畜などに被害を受けた

者もしくは被害を防止することを目的とした者のほか、航空機の安全運行を目的

とした施設管理者からの申し出により、有害鳥獣捕獲許可取得後に加害個体や繁

殖可能個体を中心に捕獲を実施する。ただし、カワウについては、秋田県第二種

特定鳥獣管理計画(第１次カワウ)との整合を図りながら、目撃や被害状況等の把

握に努めるものとする。 
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〇有害鳥獣捕獲許可の早期取得および捕獲の実施 
  クマによる農業被害の軽減および人身被害の防止を図るため、クマの目撃情報

が増える５月の連休前までに有害鳥獣捕獲許可を取得し、市街地に出没する前に

捕獲する体制を整える。 
  警戒心の強いニホンジカやイノシシの捕獲には、設置した箱わなに慣れさせる

期間が必要と思われることから、早期に有害鳥獣捕獲許可を取得し、長期にわた

る捕獲体制を整える。また、くくりわなを導入し捕獲の強化を図る。 
 
〇個体数管理および生息調査の実施 
  鳥獣による農林水産業、生活環境等または生態系に係る被害の防止を図るため、

ツキノワグマとニホンジカ、イノシシの個体数調整捕獲および生息調査を実施す

る。なお、実施期間および区域(３ｋｍメッシュ)については、秋田県の鳥獣捕獲

許可に基づき、実施する。 
 
〇追い上げ(追い払い)の実施 
  クマの目撃が多い地域や過去に人身事故が発生した地域などにおいて、クマが

農地や人の居住する地域に近づかせないための取り組みとして、クマが本格的に

活動する前に銃器およびかけ声などによる追い上げ(追い払い)を実施する。その

際、秋田県およびその地区を受け持つ実施隊と協議し、実施の時期や場所、手順

などについて確認する。 
 
〇錯誤捕獲の防止 
  錯誤捕獲を未然に防止するため、被害を受けた農作物や家屋などを調査および

聴き取りなどを実施し、捕獲対象鳥獣の特定に努めるものとする。また、箱わな

またはくくりわなを設置した後で捕獲許可以外の野生動物が頻繁に出没している

ことが判明した場合は、申し出者や実施隊と協議したうえで、わなの移設または

撤去ならびに別途捕獲許可の申請をするものとする。 
  なお、捕獲の対象とする鳥獣の特定に至らない場合は、錯誤捕獲のおそれのあ

ることから、必要に応じて、複数の獣種を組み合わせた有害鳥獣捕獲許可の申請

をするものとし、申請先(許可権者)は、県が運用する「有害鳥獣捕獲許可事務の

取扱要領(表１)」に基づくものとする。 
  万が一、捕獲許可の条件(捕獲対象鳥獣や捕獲方法)以外で捕獲した場合は、速

やかに錯誤捕獲した旨を県へ報告するものとする。そのうえで、錯誤捕獲した鳥

獣は基本的に放獣するものとする。ただし、くくりわなで錯誤捕獲したクマにつ

いては、捕獲者や周辺住民等への危険があることから、「有害鳥獣捕獲許可事務

の取扱要領の別記２、人への被害を防止する目的で捕獲を行う場合」に従い、そ

の場で市による捕獲許可を発出し、安全に十分配慮しながら銃器による止め刺し

を行うものとする。 
 
〇目撃や痕跡、捕獲場所などの情報整理 
  クマやニホンジカ、イノシシなどの有害鳥獣を効果的に捕獲するための検討や

調査照会等の資料として使用するため、収集した目撃情報等(クマ等の目撃や痕跡
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を発見した場所、農作物や人身被害が発生した場所、発生した日時、捕獲実績な

ど)を可視化(巻末資料参照)するなどの整理に努める。 

 
〇情報の共有化 

市の情報データベースにより、クマ等の目撃や出没等について、農地森林整備

課、河辺および雄和市民サービスセンターならびに市の教育委員会と情報を共有

する。また、クマ等が出没した場所を管轄する警察署とは、口頭により相互の情

報を共有する。 
 

〇情報の発信 
人身被害の防止や農作物被害の軽減を図るため、市のホームページや広報あき

た等を活用し、クマ等の目撃情報や市民への注意喚起などの情報を発信する。 
 
〇市民への助言 

農作物等被害の軽減を図るため、電気柵の設置や維持管理、誘引物となる放任

果樹の撤去や廃棄農作物の管理、緩衝帯の整備(耕作地外周の草刈りややぶ払い)

などについて、果樹や野菜、畜産、養蜂などの農家に対して助言する。 
また、中型動物が棲み着かない、寄せ付けない対策として、家屋の補修や放置

果樹などの除去、忌避剤の設置などを市民に対して助言する。 
 
〇夜間、休祝日の対応 

夜間や休祝日の目撃情報等への対応については、ＳＮＳ等を利用し担当間で情

報を共有する。また、緊急時においては、警察と調整し、連携して現地の確認や

注意喚起をするなど、速やかに対応する。 
 
〇捕獲用わなの整備 
  鳥獣の捕獲体制の強化を図るため、各鳥獣捕獲用の箱わなやくくりわなの整備

に努める。 
 
〇市街地等出没時想定訓練の実施 
  クマが市街地等に出没した場合、県や警察、市実施隊と連携し迅速な対応をす

るため、秋田県と調整を図り、机上または実地による想定訓練を実施する。 
 
〇緩衝帯等の整備 

クマやイノシシ等の野生動物が出没し、人身被害などのおそれのある森林など

において、秋田県水と緑の森づくり税事業(豊かな里山林整備事業の緩衝帯等整備

事業)を活用した下刈り等を実施し、緩衝帯等の整備に努める。 
 
〇新規狩猟者の確保 

県が開催する狩猟の魅力を伝えるフォーラムのＰＲや、狩猟免許取得者への補

助金交付により、若年層を中心とした狩猟免許所持者の確保に努めるとともに、

狩猟免許取得者に対し、各猟友会や県と連携を図り、有害鳥獣捕獲等活動への積
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極的な参加を呼びかけ、秋田市鳥獣被害対策実施隊員の確保に努める。 
 

〇研修会等への参加 
知識の向上とそこで得た情報を市実施隊や営農者、市民に助言を行うため、秋

田県などが主催する被害防止対策等に関する研修会へ積極的に参加する。 
 
〇捕獲技術の向上 
  市実施隊員は、有害鳥獣捕獲技術の向上や研鑽に努める。 
 
〇ＩＣＴ技術導入の検討 

実施隊員による箱わな巡回の負担軽減やそれに伴う活動報酬費の削減のほか、

夜間から早朝にかけてのクマ等の行動を記録するなど、実施隊の運用に関する見

直しやクマ等の捕獲体制の強化を図るため、ＩＣＴ技術の導入について検討する。 

このほか、イノシシ等の捕獲に向けた出没状況を把握するため、秋田県効果的

捕獲促進事業(鳥獣感知式自動撮影カメラの貸与)を積極的に活用する。 
 
〇カモシカへの対応 

特別天然記念物のカモシカについては、県教育庁文化財保護室所管の防護網・

忌避剤設置等被害防除対策事業（畑地等への侵入防護網の支給や忌避剤等の交付）

を活用した農作物被害防止対策を継続して実施する。 
 
 
３．対象鳥獣の捕獲等に関する事項 
（１）対象鳥獣の捕獲体制 
【対象鳥獣捕獲に従事する者】 
ア 秋田市鳥獣被害対策実施隊 
   秋田市鳥獣被害対策実施隊設置規則第３条(２)および同条(３)の条項に基

づき、秋田市に所在する猟友会に属する者のうち、所属の猟友会長からの推薦

を受け、かつ隊員に任命されることを承諾し、対象鳥獣の捕獲業務等に積極的

に取り組むことが見込まれる者として市長が任命した者 

 
イ 有害鳥獣駆除業者等 
   鳥類や中型動物による農作物および家屋、糞尿などの被害を受けた被害者か

ら駆除を依頼された者 
 
ウ 当該計画に基づく対象鳥獣の捕獲等に従事している者 
   秋田市に所在する猟友会に属する者のうち、上記ア以外の者 
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【実施隊任命状況(令和４年４月１日時点)】 
〇第一種およびわな猟免許取得者数 

 
隊員数 

第一種銃猟 
狩猟免状 

わな猟 
狩猟免状 

追 分 猟友会  １９名  １９名  ９名 

みなと 猟友会  ３１名  ３０名  ６名 

西 部 猟友会  ３６名  ３４名 １３名 

東 部 猟友会  ３３名  ３３名  ９名 

南 部 猟友会  １９名  １９名 １０名 

新 屋 猟友会  ２１名  １９名 １２名 

河 辺 猟友会  １１名  １１名  ３名 

雄 和 猟友会  １５名  １５名  ２名 

合 計 １８５名 １８０名 ６４名 

 ※わな猟狩猟免状のみを所持する者は、箱わな設置などの補助的業務を担う 

 
【実施隊区域編成】 
 市内を８地区の区域に分け、対象とする有害鳥獣の捕獲等を実施する。 
〇対象鳥獣：ツキノワグマ・ニホンジカ・イノシシ 
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〇対象鳥獣：中型動物・鳥類 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【捕獲に関わる者の取組内容や役割】 
ア 秋田市鳥獣被害対策実施隊 

有害鳥獣捕獲許可もしくは緊急口頭許可に基づき、秋田市の指示により有害

鳥獣捕獲等に従事する。 
狩猟期間において、当該計画に基づく対象鳥獣の捕獲を行う。 
 

イ 有害鳥獣駆除業者等 
被害を受けた者と契約を締結し、有害鳥獣捕獲許可に基づき、加害鳥獣の駆

除や処分のほか、糞尿の被害のある床下や天井裏などの清掃を行う。 
 

ウ 当該計画に基づく対象鳥獣の捕獲等に従事している者 
   狩猟期間において、当該計画に基づく対象鳥獣の捕獲を行う。 
 
【ライフル銃の所持】 

秋田市鳥獣被害対策実施隊もしくは当該計画に基づく対象鳥獣(ツキノワグマや

ニホンジカ、イノシシ)の捕獲等に従事している者は、その捕獲を推進するため、

ライフル銃を所持させて捕獲を行う。 
 

 
（２）その他捕獲に関する取組 

年 度 対 象 鳥 獣  取 組 内 容 
令和 
３年度 
～５年度 
 

ツキノワグマ 
ニホンジカ 
イノシシ 

・箱わなの整備 
・市街地等出没時想定(机上、実地)訓練の実施 
・被害に遭わないための環境整備等の助言 
・被害防止対策の講習会の参加 

 



- 14 - 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・捕獲技術の研鑽 
・わな猟免許取得費用の補助 
・人材確保、育成 
・くくりわなの整備(ニホンジカ、イノシシに限る) 
 

タヌキ 
キツネ 
アナグマ 
ハクビシン 
テン 
スズメ 
ムクドリ 
カラス類 
トビ 
ドバト 

・中型動物用の箱わなの整備 
・被害に遭わないための環境整備等の助言 
・捕獲技術の研鑽 
・わな猟免許取得費用の補助 
・人材確保、育成 
・被害に遭わないための環境整備等の助言 
 
 
 

 
（３）対象鳥獣の捕獲計画 

捕獲計画数等の設定の考え方 

【ツキノワグマ】 
秋田県が定める「第１３次秋田県鳥獣保護管理事業計画」および「秋田県第二種

特定鳥獣管理計画(第５次ツキノワグマ)」に基づき、農作物および人への被害を防

止するため、目撃や出没ならびに過去の情報を基に加害個体や繁殖可能個体を中心

に捕獲を実施する。 
なお、秋田県では令和２年度当初における県内のクマ推定生息頭数を 4,400 頭(中

央値)と算定し、捕獲の上限を 1,023 頭に設定している。また、地域個体群の安定

的な維持を目標に掲げていることから、捕獲にあっては県の指示に従うものとす

る。 

（頭）
年度 H28 H29 H30 H31(R1) R2 R3

捕獲数 18 48 44 41 52 39  
 
【ニホンジカ】 

秋田県が定める「第１３次秋田県鳥獣保護管理事業計画」および「秋田県第二種

特定鳥獣管理計画(第２次ニホンジカ)」に基づき、生息域の拡大および個体数の増

加ならびに農林業、森林生態系への被害を防止するため、加害個体や繁殖可能個体

を中心に捕獲を実施する。 

（頭）
年度 H28 H29 H30 H31(R1) R2 R3

捕獲数 0 0 0 0 0 (3) 0 (1)
(　)内は狩猟による捕獲数  
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【イノシシ】 
秋田県が定める「第１３次秋田県鳥獣保護管理事業計画」および「秋田県第二種

特定鳥獣管理計画(第２次イノシシ)」に基づき、生息域の拡大および個体数の増加

の防止を図るため、加害個体や繁殖可能個体を中心に捕獲を実施する。 

（頭）
年度 H28 H29 H30 H31(R1) R2 R3

捕獲数 0 0 0 0 0 0 (3)
(　)内は狩猟による捕獲数  

 
【タヌキ・アナグマ・ハクビシン等の中型動物】 

秋田県が定める「第１３次秋田県鳥獣保護管理事業計画」に基づき、農作物や家

屋などの被害を受けた市民や施設管理者のほか、駆除を依頼された駆除業者からの

申し出に限り、加害個体や繁殖可能個体を中心に捕獲を行う。 
（匹）　

H28 H29 H30 H31(R1) R2 R3
タヌキ 10 1 22 29 11 24
アナグマ 7 14 15 5 10 14
ハクビシン 13 19 45 58 65 56  
 
【カラス類・トビ・ドバト等の鳥類】 

秋田県が定める「第１３次秋田県鳥獣保護管理事業計画」に基づき、農作物や家

畜への被害および糞などの環境被害の発生のほか、航空機の安全運航のため、市民

や施設管理者、駆除業者からの申し出に限り、加害個体や繁殖可能個体を中心に捕

獲および卵の採取を行う。 

（羽・個）　
カラス類 カラスの卵 トビ ドバト スズメ ムクドリ キジバト

R2 16 0 13 4 5 0 0
R3 14 4 4 7 8 0 2  

 
 

対象鳥獣 
捕獲計画等 

令和３年度 令和４年度 令和５年度 
ツキノワグマ 第４次ツキノワグ

マ管理計画に基づ

く捕獲 

第５次ツキノワグ

マ管理計画に基づ

く捕獲 

同左 

ニホンジカ 第１次ニホンジカ

管理計画に基づく

捕獲 

第２次ニホンジカ

管理計画に基づく

捕獲 

同左 

イノシシ 第１次イノシシ管

理計画に基づく捕

獲 

第２次イノシシ管

理計画に基づく捕

獲 

同左 
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タヌキ、キツネ、

アナグマ、ハクビ

シン、テン 
カラス類、トビ、

ドバト、スズメ、

ムクドリ、キジバ

ト 
 

加害個体や繁殖可

能個体を中心に捕

獲 

同左 同左 

※捕獲計画数は設定しない 
 

捕獲等の取組内容 

【ツキノワグマ】 
 捕 獲 手 段：銃器および箱わなによる共同捕獲 
 実施予定時期：１１月１日から翌年２月１５日までの狩猟期間を除く期間 
 捕獲予定場所：目撃や出没、過去の捕獲実績を基に止め刺しが可能である場所 

農作物(水稲、野菜、果樹等)、養蜂、クリ、畜産等の被害が発生

または発生のおそれのある場所 
 
【ニホンジカ】 
 捕 獲 手 段：銃器および箱わな、くくりわなによる共同捕獲 
 実施予定時期：１１月１日から翌年３月１５日までの狩猟期間を除く期間 

捕獲予定場所：目撃や出没した場所を基に止め刺しが可能である場所 

農作物や植林地(新芽や樹皮)の被害が発生または発生のおそれ

のある場所 

 
【イノシシ】 
 捕 獲 手 段：銃器および箱わな、くくりわなによる共同捕獲 
 実施予定時期：１１月１日から翌年３月１５日までの狩猟期間を除く期間 

捕獲予定場所：目撃や出没した場所を基に止め刺しが可能である場所 
農作物(水稲、野菜、イモ類等)や耕地の掘り起こし等の被害が発

生または発生のおそれのある場所 
 
【タヌキ、アナグマ、ハクビシン等の中型動物】 
 捕 獲 手 段：箱わなによる捕獲 
 実施予定時期：通年 
 捕獲予定場所：農作物および家屋等への被害があり、市民や施設管理者から箱わ

なによる捕獲の申し出がされた場所 
        加害鳥獣の駆除依頼を受けた業者から申請された場所 
 
【カラス類、トビ、ドバト等の鳥類】 
 捕 獲 手 段：銃器および手捕り、箱わな(※)による捕獲 

※高層建造物の屋上などに設置されてあるバードトラップ 
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実施予定時期：通年 
捕獲予定場所：郊外において、農作物や家畜への直接被害が発生もしくは被害 

のおそれがあり、市民や施設管理者等から駆除の申し出がされた

場所 
市街地において、フンなどの環境汚損が発生し、加害鳥類の駆除

を依頼された業者などから申請された場所 
航空機の安全運行のため、施設管理者から駆除の申し出がされた

場所 
 

 

ライフル銃による捕獲等を実施する必要性及びその取組内容 

【ライフル銃による捕獲等を実施する必要性】 
 有害鳥獣による農作物等の被害防止のため、鳥獣被害対策実施隊によるわなやラ

イフル銃以外の猟銃を用いた有害捕獲を実施しているが、ツキノワグマ等の大型動

物に対し、半矢の防止や射程距離の延長による効率的な有害捕獲をすることから、

ライフル銃の使用を必要とする。 
【捕獲対象鳥獣】 

ツキノワグマ、ニホンジカ、イノシシ 
【捕獲手段】 
  わな、ライフル銃による捕獲 
【捕獲の実施予定時期および捕獲予定場所】 

有害鳥獣捕獲許可による 
 
（注）鳥獣被害対策実施隊員にライフル銃を所持させて捕獲等を行う場合 
 
（４）許可権限委譲事項 

対象地域 対 象 鳥 獣 
秋田市 許可権限委譲済の鳥獣は次のとおり。 

【第二種特定鳥獣】 
ツキノワグマ 
（人への被害を防止する目的で捕獲を行う場合に限る） 

【狩猟鳥獣】 
ハクビシン、ニュウナイスズメ・スズメ、ムクドリ、カラス類、

カルガモ、キジバト、ヒヨドリ 
【非狩猟鳥獣】 

トビ、ドバト、ゴイサギ 
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４．防護柵の設置その他の対象鳥獣の捕獲以外の被害防止施策に関する事項 
（１）侵入防止柵の整備計画 

対象鳥獣 
整 備 内 容 

令和３年度 令和４年度 令和５年度 

該当無し － － － 

 
（２）侵入防止柵の管理等に関する取組 

対象鳥獣 
取 組 内 容 

令和３年度 令和４年度 令和５年度 
ツキノワグマ 
ニホンジカ 
イノシシ 

 

大滝山自然公園およ

び手形山で追い上げ、

追い払い活動(予察捕

獲)を３月に実施 

 

同左 同左 

 
５．生息環境管理その他被害防止施策に関する事項 

年度 対象鳥獣 取 組 内 容 
令和 
３年度～ 
５年度 

 
 

 

ツキノワグマ 
ニホンジカ 
イノシシ 
 

〇県事業を活用した緩衝帯の整備 
〇広報誌やホームページなどによる広報活動 
・鳥獣による被害防止に関する意識啓発 
・クマ等の出没情報などの発信 
・クマ等出没時における注意喚起 
〇農作物被害防止対策などの研修会への参加 
〇営農者や市民への助言 
・電気柵の設置や維持管理に関すること 
・誘引物となる放任果樹、廃棄農作物の管理、除去に

関すること 
〇秋田県ツキノワグマゾーニング管理指針に基づい

た実施計画策定の検討 
〇県が試験施工した忌避剤の染みこんだ木杭の検証

結果を踏まえた設置の検討 
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６．対象鳥獣による住民の生命、身体又は財産に係る被害が生じ、又は生じるおそ

れがある場合の対処に関する事項 
（１）関係機関等の役割 

関係機関の名称 役  割 
秋田市産業振興部 
農地森林整備課 

〇クマ等出没の緊急時、秋田市全体の体制を統括し次の対応

を行う。 
・生活環境、農林水産業被害または生態系を防止する目的で

捕獲を実施する場合の有害鳥獣捕獲許可申請 
・緊急時、生活環境、農林水産業被害または生態系を防止す

る目的でツキノワグマの捕獲を実施する場合の有害鳥獣

捕獲の口頭許可申請 
・緊急時、人への被害を防止する目的でツキノワグマの捕獲

を実施する場合の有害鳥獣捕獲の口頭許可(市町村への権

限委譲の推進に関する条例) 
・秋田市鳥獣被害対策実施隊への出動要請 
・関係機関(県、実施隊、警察等)と連携した出没地域の現地

調査や情報の収集 
・県や実施隊、警察と連携した排除活動や捕獲活動の方針の

検討 
・市教育委員会への連絡や出没地域の町内会等への注意喚起 
・関係機関との連絡調整 
・ホームページ等による注意喚起や情報提供 
 

秋田市市民生活部 
河辺および雄和市民

サービスセンター 
 

〇農地森林整備課と調整を図り、各地区のクマ等の鳥獣出没

に対して、主体となって次の対応を行う。 
・秋田市鳥獣被害対策実施隊(河辺および雄和猟友会)への出

動要請 
・関係機関(県、市実施隊、警察等)と連携した出没地域の現

地調査や情報の収集 
・市教育委員会への連絡や出没地域の町内会等への注意喚起 
 

猟友会(８地区) 
 

〇秋田市鳥獣被害対策実施隊として、市からの要請により、

有害鳥獣捕獲許可(緊急口頭許可を含む。)に基づいた対応

をする。 
・市、警察と連携した出没地域の現地調査 
・市、警察と連携した排除活動や捕獲活動 
 

秋田市教育委員会 〇クマ出没の連絡に対して、次の対応を行う。 
・クマ等が出没した地区の小中高校へ目撃情報を連絡 
・児童、生徒の安全確保に向けた注意喚起メールの配信 
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秋田県秋田地域振興

局農林部森づくり推

進課 

〇市からの要請に対して、次の対応を行う。 
・生活環境、農林水産業被害または生態系を防止する目的で

捕獲を実施する場合の有害鳥獣捕獲等の許可 
・緊急時、生活環境、農林水産業被害または生態系を防止す

る目的でツキノワグマの捕獲を実施する場合の有害鳥獣

捕獲の口頭許可 
・市と連携した出没地域の現地調査への協力 
・市や実施隊、警察と連携した排除活動や捕獲活動の方針 
の検討 
 

ツキノワグマ被害対

策支援センター 

(秋田県生活環境部

自然保護課内) 

〇市からの要請に対して、次の対応を行う。 
・市と連携した出没地域の現地調査への協力 
・市や実施隊、警察と連携した排除活動や捕獲活動の方針の

検討 
 

秋田県警察本部 
秋田臨港警察署 
秋田中央警察署 
秋田東警察署 
 

〇管轄区域内のクマ出没に対して、次の対応を行う。 
・関係機関(県、市、猟友会)と連携した出没地域の状況把握

や情報の収集 
・クマ等が出没した地域の巡回および住民への注意喚起 
・クマ等が出没した地域の学校教育機関等への連絡 
・必要に応じた交通規制および安全指導、誘導等の実施 
・県や市、実施隊と連携した排除活動や捕獲活動への協力 
・緊急時、現場の警察官による銃猟制限区域での警察官職 

務執行法第４条第１項の発令 

※令和２年１０月３０日付け警察庁丁保第 188 号 
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（２）緊急時の連絡体制 
 

『有害鳥獣捕獲許可を取得していない場合』や 
『有害鳥獣捕獲許可の区域外である場合』の口頭許可 

 

 
 
 

『人への被害を防止する目的で捕獲を行う場合』の口頭許可 
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『有害鳥獣捕獲許可事務の手順』 
 

 
 
 
７．捕獲等をした対象鳥獣の処理に関する事項 
 鳥獣の保護及び管理並びに狩猟の適正化に関する法律、ならびに処理に関する法

令等に基づき、適正に処理する。 
 
【ツキノワグマ・ニホンジカ・イノシシ】 
 秋田市鳥獣被害対策実施隊(猟友会)による資源の有効利用を基本とする。 

○有効利用：秋田市鳥獣被害対策実施隊(猟友会)により衛生面に配慮のうえ、 
処理 

 
【タヌキ・アナグマ・ハクビシン等の中型動物】 
 埋設および焼却による廃棄処分ならびに秋田市鳥獣被害対策実施隊(猟友会)によ

る資源の有効利用を基本とする。 
○埋  設：野山に放置することなく、生態系に影響を与えないように処理 
○焼  却：可燃ゴミとして、市内１箇所の秋田市総合環境センターで処理 
○有効利用：秋田市鳥獣被害対策実施隊(猟友会)により衛生面に配慮のうえ、 

処理 
 
【カラス類・ドバト等の鳥類】 

埋設および焼却による廃棄処分を基本とする。 
○埋  設：野山に放置することなく、生態系に影響を与えないように処理 
○焼  却：可燃ゴミとして、市内１箇所の秋田市総合環境センターで処理 
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８．捕獲等をした対象鳥獣の食品・ペットフード・皮革としての利用等その有効な

利用に関する事項 
（１）捕獲等をした鳥獣の利用方法 
食品 需要と供給、流通や販売などの環境が未整備であること

から困難である。 
 

ペットフード 
 

同上 
 

皮革 
 

同上 
 

その他 

(油脂、骨製品、角製品、

動物園等でのと体給餌、

学術研究等) 

 

県や教育機関等からの依頼により、捕獲した鳥獣の生態

調査などの研究に資する場合は、それに協力する。 
 

 
（２）処理加工施設の取組 
捕獲した鳥獣は、ジビエとして活用する計画がないことから、施設の整備について

計画していない。 
 
 
（３）捕獲等をした対象鳥獣の有効利用のための人材育成の取組 
計画なし 
 
 
９．被害防止施策の実施体制に関する事項 
（１）協議会に関する事項 

協議会の名称 該 当 無 し 

構成機関の名称 役  割 

－ － 
 
（２）関係機関に関する事項 

関係機関の名称 役  割 

秋田市産業振興部 
農地森林整備課 

 

〇全体(秋田・河辺・雄和)の統括に関すること 
〇対象鳥獣の捕獲、駆除に関すること 
・有害鳥獣捕獲許可申請(緊急口頭許可を含む。) 
・クマ等捕獲調書の作成および県への報告 
・市実施隊の活動報酬費の算出 
・市実施隊との連絡調整、指示 
・関係機関と連携した秋田・河辺・雄和地区の現地

確認 
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・箱わなやくくりわなの購入や維持修繕 
・対象鳥獣捕獲等参加証明書の交付 
・市実施隊の隊員を証する証明書の交付 

・市実施隊員のライフル銃の所持許可申請に係る推

薦書の交付 

〇農作物被害および人身被害の防止に関すること 

・下刈りや藪払い等の緩衝帯の整備(秋田県水と緑の

森づくり税を活用した緩衝帯等整備事業) 

・誘引物(放任果樹等)の除去など生活環境改善に対

しての助言 
・電気柵の設置や維持管理などに対しての助言 
・関係機関と連携したクマ等出没時想定訓練 
〇被害防止計画の策定に関すること 
・秋田市鳥獣被害防止計画の作成 
・住宅街等におけるクマ出没対応マニュアル策定 
・ツキノワグマゾーニング管理実施計画の検討 
○カワウの生息調査に関すること 
〇農作物被害対策などの研修会への参加 
〇関係機関との連絡調整に関すること 
・情報の共有や提供 
〇農道や林道上の鳥獣死骸の処理 
 

秋田市市民生活部 
河辺市民サービスセンター 

〇河辺地区における対象鳥獣の捕獲、駆除に関する

こと 
・市実施隊(河辺猟友会)との連絡調整や指示 
・関係機関と連携した河辺地区の現地確認 
〇農作物被害および人身被害の防止に関すること 
・誘引物(放任果樹等)の除去など生活環境改善に対

しての助言 
・電気柵の設置や維持管理などに対しての助言 
・関係機関と連携したクマ等出没時想定訓練 
〇関係機関との連絡調整に関すること 
・情報の共有や提供 
・農地森林整備課への連絡 
〇農道、林道上の鳥獣死骸の処理 
 

秋田市市民生活部 
雄和市民サービスセンター 

〇雄和地区における対象鳥獣の捕獲、駆除に関する

こと 
・市実施隊(雄和猟友会)との連絡調整や指示 
・関係機関と連携した雄和地区の現地確認 
〇農作物被害および人身被害の防止に関すること 
・誘引物(放任果樹等)の除去など生活環境改善に対
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しての助言 
・電気柵の設置や維持管理などに対しての助言 
・関係機関と連携したクマ等出没時想定訓練 
〇関係機関との連絡調整に関すること 
・情報の共有や提供 
・農地森林整備課への連絡 
〇農道、林道上の鳥獣死骸の処理 
 

秋田市鳥獣被害対策実施隊 
（８地区猟友会） 
・追分 ・みなと ・西部 
・東部 ・南部  ・新屋 
・河辺 ・雄和 
 

〇対象鳥獣の捕獲、駆除に関すること 
・市との連絡調整、報告 
・対象鳥獣の捕獲、駆除等の実施 
〇農作物被害および人身被害の防止に関すること 
・誘引物(放任果樹等)の除去など生活環境改善に対

しての助言 
・関係機関と連携したクマ等出没時想定訓練 
〇捕獲技術の研鑽に関すること 
〇新規狩猟者の確保や育成に関すること 
 

秋田県秋田地域振興局 
農林部森づくり推進課 

〇有害鳥獣捕獲許可(緊急口頭許可を含む。)に関す

ること 
〇狩猟登録などの猟政に関すること 
〇対象鳥獣の捕獲等に関する助言 
○クマの出没抑止のための「秋田県水と緑の森づく

り税事業」に関すること 
・豊かな里山林整備事業の緩衝帯等整備事業 
 

秋田県秋田地域振興局 
農林部農業振興普及課 

○鳥獣被害防止計画の作成および実施に関する情報

の提供や技術的助言、指導、その他必要な援助に

関すること 
・野生鳥獣による被害対策 

 
ツキノワグマ被害対策支援 
センター（秋田県生活環境部自

然保護課内） 

〇全体計画の支援に関すること 
〇対象鳥獣の捕獲、駆除に関すること 
・関係機関と連携した現場状況の把握 
・関係機関と連携した排除および捕獲活動の方針検

討 
・麻酔銃(吹き矢も含む)の使用に関すること 
〇クマの生態や被害対策に係る助言および普及活動

に関すること 
・誘引物(放任果樹等)の除去など生活環境改善に対

しての助言 
・電気柵の設置や維持管理などに対しての助言 
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・関係機関と連携したクマ等出没時想定訓練 
・クマに関する出前講座の実施 
〇関係機関との連絡調整に関すること 
・情報の共有や提供 
 

秋田県農林水産部水田総合利

用課 
○鳥獣被害防止特措法の施行に関すること 

○鳥獣被害防止計画に関すること 

○野生鳥獣による被害対策に関すること 

○野生鳥獣による農作物被害状況および被害額のと

りまとめに関すること 

 
秋田県農林水産部森林整備課 ○クマの出没抑止のための「秋田県水と緑の森づく

り税事業」に関すること 
・豊かな里山林整備事業の緩衝帯等整備事業 
 

秋田県警本部 
秋田臨港警察署 
秋田中央警察署 
秋田東警察署 

管轄区域(表参照)における 

〇関係機関との連絡調整に関すること 
・クマ等の目撃や被害状況などの情報収集および情

報の提供 
〇住民生活の安全確保に関すること 
・クマ等が目撃、出没した付近のパトロールおよび

注意喚起 
・必要に応じた交通規制、誘導の実施 
〇対象鳥獣の捕獲に関すること 
・市および市実施隊と連携した排除活動および捕獲

活動の実施 
・緊急時、現場における警察官職務執行法第４条第

１項の発令 
〇人身被害の防止に関すること 
・関係機関と連携したクマ等出没時想定訓練 
・現場における警察官職務執行法第４条第１項を適

用した訓練 
〇銃器等の使用に関する指導、監督に関すること 
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秋田市教育委員会 
学事課 
 
 

〇人身被害の防止、注意喚起に関すること 
・クマ等が出没した地区の小中高校への周知 
・児童、生徒の安全確保や注意喚起 
 

秋田市観光文化スポーツ部 
文化振興課 

〇カモシカの保護に関すること 

〇農作物被害防止対策業務に関すること(県教育庁

文化財保護室所管事業の防護網・忌避剤設置等被

害防除対策) 

・営農者等に対する畑地等への侵入防護網の支給 

・市民への忌避剤、忌臭袋の交付 

 
秋田市産業振興部 
農業農村振興課 
 

○カワウの生息調査に関すること 
 

 
（３）鳥獣被害対策実施隊に関する事項 
【設 置】 
 農作物被害および人身被害を防止するため、鳥獣による農林水産業等に係る被害

の防止のための特別措置に関する法律第９条第１項の規定に基づき、平成３０年 

４月１日に設置し、運用を開始 
 
【活動内容】 

秋田市鳥獣被害対策実施隊として、市から任命された猟友会員は、秋田市鳥獣被

害対策実施隊設置規則に基づき、同規則事務取扱要綱ならびに有害鳥獣捕獲許可事

務の取扱要領を遵守し、次の活動を行う。 
ア 秋田市鳥獣被害防止計画に基づく被害防止施策の実施に関すること 
イ 秋田市鳥獣被害防止計画の対象とする鳥獣の捕獲および駆除ならびに処分

に関すること 
ウ 鳥獣による被害を防止する技術等の向上、普及および指導に関すること 
 

【隊員の構成】 
 次に掲げる者の内から市長が指名または任命された者とする。 

ア 鳥獣捕獲等の業務を担当する秋田市の職員 
イ 一般社団法人秋田県猟友会の下部組織で、秋田市に所在する猟友会に属する

者のうち、所属する猟友会長からの推薦を受け、かつ隊員に任命されること

を承諾した者 
ウ 対象鳥獣の捕獲等に積極的に取り組むことが見込まれる者として市長が認

める者 
 
【身 分】 

隊員は、地方公務員法に規定する特別職の職員で非常勤とする 
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【任 期】 
隊員の任期は３年とし、再任は妨げないものとする 
途中加入の隊員の任期は、任命日から任命期間の満了日同日とする 
 

【資格要件】 
（銃 猟） 

ア 第一種銃猟狩猟免状を所持し、適正な捕獲技術を有する者 
イ 申請当該年度または直前の年度に秋田県の狩猟者登録をされた者 
ウ 使用する銃器(ライフル銃またはライフル銃以外の猟銃)は、猟銃所持許可証

の用途に有害鳥獣駆除が許可されていること 
（わな猟） 

エ わな猟狩猟免状を所持し、適正な捕獲技術を有する者 
 
【隊員数(令和４年４月１日時点)】 

 隊 長 １名(秋田市農地森林整備課長) 

     ・秋田市の有害鳥獣捕獲等の業務を担当する課の長 
 
 副隊長 ８名(各猟友会の会長または副会長等) 
     ・事務局と連絡調整し、隊員に指示する者 
 
 隊 員 １７７名(各猟友会の会員) 

     ・副隊長の指示により、捕獲などの活動をする者 
①追分 猟友会  １８名  ②みなと 猟友会  ３０名 

      ③西部 猟友会  ３５名  ④東部  猟友会  ３２名 
      ⑤南部 猟友会  １８名  ⑥新屋  猟友会  ２０名 
      ⑦河辺 猟友会  １０名  ⑧雄和  猟友会  １４名 
 

事務局 １２名(隊長を除く) 

    ・秋田市の有害鳥獣捕獲等の業務を担当する職員 
①農地森林整備課       ５名 

      ②河辺市民サービスセンター  ３名 
      ③雄和市民サービスセンター  ４名 
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（４）その他被害防止施策の実施体制に関する事項 
【住宅街等におけるツキノワグマ出没対応マニュアルの運用】 
 県内における住宅街等でのクマによる人身事故が多く発生し、住民の生活を脅か

している状況から、クマが住宅街等に出没した際における人身事故を防止すること

を目的として、令和２年１０月に策定した。 
これに基づき、秋田県、警察、秋田市鳥獣被害対策実施隊などと連携し、ツキノ

ワグマが住宅街等に出没した際における基本的な対応方針や連絡体制、住宅街等で

の猟銃の取扱い、捕獲手段などの緊急的な対応を実施する。 
 

【想定訓練(机上・実地)の実施】 
 住宅街等におけるツキノワグマ出没対応マニュアルに基づき、住宅街等にツキノ

ワグマやイノシシなどの鳥獣が出没をした際、関係機関(市、警察、市実施隊等)の

役割や手順などを確認、共通の認識により排除または捕獲の体制強化に努める。 
 
【ツキノワグマ被害対策支援センターの積極的な活用】 

現地確認において、センター専用のＳＮＳを利用することにより、撮影した鳥獣

のフンや足跡などからいち早く鳥獣の特定につながることから、積極的にセンター

を活用し、市民の不安を解消することや必要に応じた対策を講ずることなどに役立

てる。 
 
 

10．その他被害防止施策の実施に関し必要な事項 
計画期間内であっても、生息状況および社会状況に大きな変化が生じた場合は、

必要に応じて計画の変更を行う。 
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